
令和2年度の事業報告書

令和2年4月1日から令和3年3月31日まで

特定非営利活動法人

京都府成年後見支援センター

1　事業の成果

事業計画に基づき､プロフェッショナル後見人としての役割を果たすべく､社会福祉協

議会や市町村並びに地域団体の協力を得て､各地域での無料相談会を開催し､ホームペー

ジから｢終活の制度･エンディングノート｣の動画をWeb配信するなど､行く先に不安を

抱えた高齢者等の支援活動を行いながら､成年後見制度の普及促進に努めました｡また､

更なる能力を担保するための専門研修を実施しました｡

2　事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に関わる事業

①成年後見専門研修事業

具体的な事業内容 嫡�們�郢?ｨ鰾�(D)受益対象 倬hｼiN��(B)実施場所 (C)従事者人数 倆(,ﾉLﾘ股�С��ﾉ�B�(単位:円) 

第1回研修会 嫡����ﾈ�#I?｢�(D)京都府行 鉄rﾃ�c��

･｢葬儀社としての死後事務｣ 嫡"仍�79Wｸﾗ9�ﾘ��贅�政書士会会 

講師株式会社公益社担当者様 ����負 

･｢弁護士が取組む相続人不存在 の相続手続き｣ 講師八木盛容弁護士 嫡2添�ﾂ�(E)16人 

第2回研修会 嫡��8ﾈ�#Y?｢�(D)京都府行 

･｢遺言書と遺言の執行｣ 嫡"仍�79Wｸﾗ9�ﾘ���政書士会会 

講師小松礼人弁護士 俶ﾘ檍ｭ��負 

･｢葬送における配慮点｣ 講師曹洞宗長楽寺 僧侶野口隆嗣様 嫡2填��&16^ 



②成年後見制度の普及･広報に関する事業

令和2年度京都府地域交響プロジェクト交付金を活用して､ライフプランとエンディン

グノートの配布､ ｢終活の制度･エンディングノート｣の知識の習得に資する動画のWeb

配信､ Zoomを活用した無料相談会を中心に､終活関連の諸制度(見守り契約､任意後見契

約､死後事務委任契約､遺言書など)の普及促進活動を行いました｡

具体的な事業内容 冢r們�郢?ｨ鰾�(D)受益対象者 倬hｼiN��(B)実施場所 �,ﾉLﾙ62�(単位:円) 

(C)従事者人数 ���ﾉ�B�

･定期無料相談会 ･個別無料相談会 忠D�}��)D紿ﾈ���}��9D��(D)京都府民 �3�rﾃs3"�

3月毎月第2金曜日 (B)中京区社会福祉協議会 (C)延べ23人 (心11月1日､1月20日 嫡R��ｩ&ｳHﾈ��В仍�79Wｹj��

(B)京都市 ��ｹ�79Wｹj��

(C)2人､1人 �)�ﾂ�(③を含む) 

･Zoom無料相談会 冢r��ﾈ�#�?｢�(D)京都府民 

(B)オンライン 嫡R仍�79Wｹj��

(C)5^ ���ﾂ�

③　地域活動事業(目的を達成するために必要な事業)

行く先に不安を抱えた高齢者やそのご家族を含む支援者に直接手当できる活動として講演会

(認知症クイズと認知症体換､ライフプランとエンディングノート､任意後見契約､死後事務委

任契約､遺言書などの普及促進を図る内容)を開催し､個別相談会も同時開催することを計画し

ておりましたが､新型コロナウイルス感染拡大の影響で開催が困華となりました｡

そこで､講演会の代替として､大山崎町の広報誌2面に｢エンディングノート｣の特集を組

み､大山崎町役場の窓口でライフプランとエンディングノートの冊子配布を行い､全世帯-ライ

フプランとエンディングノートの普及活動を行いました｡この普及促進活動では社会福祉協議

会や行政にご協力をいただき､本年度の活動を通じて信頼関係がさらに深まり連携強化を図る

ことができました｡



具体的な事業内容 嫡�們�郢?ｨ鰾�(D)受益対象者 倬hｼiN��(負)実施場所 (C)従事者人数 �,ﾉLﾙ&2�С��ﾉ�B�(単位:円) 

･勉強会 冢r塗ﾈ��Y?｢�(D)精華町町内 ��,ﾈ馼ｼiN��

｢『私のライフプランとエンデイ 嫡"����*ﾈ����ﾂ�高齢者の会(き 

ングノート』の活用｣ �ｩ)ｩmｨ齪��檍ｭ��らめき会) 

講師当法人中山支援相談員 嫡2��kﾂ�(E)18名 

･無料相談会 嫡����ﾈ��i?｢�(D)京都府民 

暮らしの困りごと 嫡"��冽ｨ�9Y�85｢�(E)相談1件 �,亊ﾈ-��

合同相談会 �985籀7ｨ�ｸ8ｲ��2�)�ﾂ�

･ホームページの作成(｢終活の制度 ��8ｴﾈt�Ht(,ﾈ馼ｼb�(D)京都府民 

エンディングノート｣のWeb配信 兔�-�,��X/�,ｨ+b�(E)延べ760人 

やZoom相談にも対応) ･『私のライフプランとエンディン グノート』(2021年度版)冊子500冊 作成 ･『人生終わりがスタート終活の制 度エンディングノートDVD』 1000枚作成 ･『死後事務委任契約のおすすめ』二 つ折りパンフ3000枚作成(コロナR に対応したWeb相談のQRコード､ 普) ･NPO名入り封筒1000枚作成 �,IGｩW｢�



第2号議案

(法第2 8条第1項｢前事業年度の計算書類(活動計算書) ｣ )

令和2年度　活動計算書

令和2年4月1日から　令和3年3月31日まで

特定非営利活動法人京都府成年後見支援センター
(単位:円) 

科目 仞�ｧ｢�

Ⅰ経常収益 1受取会費 入会金(正会員) 入会金(賛助会員) 正会員受取会費 賛助会員受取会費 2事業収入 能力担保事業収入 講師派遣事業収入 交付金事業収入 3受取寄附金 受取寄附金 4その他の収益 雑収入 経常収益計 正経常費用 1事業費 能力担保事業費 地域活動事業費 広報事業費 �#�ﾃ������#C�ﾃ������260,000 218,000 20,000 0 鼎嶋�#����Cッﾃs���

0 0 218,000 

20,000 

0 

57,060 0 24,802 �3sBﾃs�"����纉ヲ�

交付金幸美費 2管理費 家賃 役員諸費用 �#�"纉3��

0 45,000 

通信費 消耗品費 旅費交通費 鼎津C3����SC��

事務局運営費 地域連絡員費 雑費 総会運営費 経常費用計 当期経常増減額 当期正味財産増減額 ��Rﾃ������"ﾃ��ｳ����

ll,219 ll,219 

前期繰越正味財産額 次期繰越正味財産額 剴�2縱3"�
24,951 



く法第2 8条第1項｢前事業年度の計算書類(貸借対照表) ｣ )

令和2年度　貸借対照表
令和3年3月31-日現在

特定非営利活動法人京都府成年後見支援センター

(単位:円)
辛

1流動資産
現金
預金
未収金

流動資産合計

2　固定資産

固定資産合計

資産合計

Ⅱ　流動負債
1流動負債

未払金

流動負債合計

2　固定負債

固定負債合計

負債合計

Ⅱ正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

13,144

194,21 2

2 28,000



(法第28条第1項｢前年度事業の財産日録｣ )

令和2年度　財産目録

令和3年3月31日現在

特定非営利活動法人京都府成年後見支援センター



商事凝年度の年間役員名縛

令和2年4月1日から令和3年3月31日まで

特産非営利活動綾人　京都府成年後見支援センター



前串菜年度の社員のうち1 0人以上の者の名辞

令和3年3月31日現在

特定非営利活軸法人　京都府成年後見支援センター

河内　弘

和田誠三

中山尭史

西　樽三

輝井　寛

堀井泰史

藤井久之

中嶋窓子


